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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インソールの爪先先端に趾股ブリッジを備える運動シューズに履かれる爪先伸縮ソック
スであって、前記爪先伸縮ソックスの足指の第１趾と第２趾を覆う爪先部または爪先部全
体のみが、メッシュ状の嵩高系弾性糸を用いた編地からなる高伸縮性生地で成り、
　該高伸縮性生地は、前記趾股ブリッジに当接状態となることによって窪み部が形成され
ると共に、前記趾股ブリッジとの当接状態が解除されることによって前記窪み部が元の状
態に復元する伸縮性を有して成り、
　素足を通した前記爪先伸縮ソックスを運動シューズに履き入れた状態で運動シューズの
甲被部を靴紐又は緊締具で緊締することによって、運動時の足指先の瞬発始動力を運動シ
ューズの爪先底部にロスなく伝達して運動能力を向上させることができることを特徴とす
る爪先伸縮ソックス。
【請求項２】
　前記爪先伸縮ソックスのくるぶし部から上方にかけて自国内に住む人種の人肌色を配す
ると共に、該くるぶし部から爪先部を含む下方にかけて人肌色と色違いの模様を配し、前
記上方に配された人肌色と、前記下方に配された人肌色と色違いの模様を形成する境界部
が、相互に入り組む任意の曲線模様で形成されていることを特徴とする請求項１記載の爪
先伸縮ソックス。
【請求項３】
　前記爪先伸縮ソックスのくるぶし部の後方の片側または両側に、記号、文字、図形など
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で構成される任意の造形模様を配していることを特徴とする請求項１または請求項２記載
の爪先伸縮ソックス。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、運動時の足指先の瞬発始動力を趾股ブリッジが設けられた運動シューズの爪
先底部にロスなく伝達することによって運動能力を向上させることができると共に、平常
時における爪先部の見栄えを良くする爪先伸縮ソックスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ソックスの足底部にラバーや突起を設けて靴中でのスベリを防止したり、足
への衝撃を緩和する緩衝材を編み込んだり、糸の編み方や素材の選択によって締め付け効
果を生み出したり、さらに靴中の蒸れを防止したりしてソックスの着用時における不快な
装着感を改善する多様のスポーツソックスが提供されている。
【０００３】
　しかしながら、それらのスポーツソックスを履くことによって着用時における不快な装
着感は解消することができるが、瞬発始動力、推進力、瞬発力、制動力（踏ん張り度）な
どの運動能力は向上させることができないことから、従来より爪先を二股状態としたり、
爪先の足指を露出させたりして運動能力を向上させようとする提案がなされている。
【０００４】
　例えば、インナーソックス着用時のズレを防止し、外観の見栄えを良くすることを目的
とする「インナーソックス」(特許文献１参照)の提案や、５本指ソックスによって靴中の
親指部と中敷のズレを防止して制動力（踏ん張り度）を得ると共に、無端弾性帯によって
推進力、瞬発力などの運動能力をアップする「５本指スポーツソックス」(特許文献２参
照)が提案され、公知技術となっている。
【０００５】
　しかしながら、係る「インナーソックス」提案や、「５本指スポーツソックス」の提案
は、爪先の足指が露出していることによって、発汗による中敷ソールとのスベリの問題や
、足指同士が接触する問題や、ソックスを履いていない分だけ隙間空間が拡大する問題や
、ソックスを履いている時と比べて装着性ならびにフィット感が劣るといった多くの問題
点があるものであった。
【０００６】
　また、靴下の爪先部をウーリーナイロン糸又はスパンテックス糸などのような崇高系弾
性糸で適宜組織に編成し、その部分を熱可塑性合成繊維を紡糸したままの生糸にて編成し
た「靴下」(特許文献３参照)が提案され、公知技術となっている。
【０００７】
　しかしながら、係る「靴下」提案は、靴下の爪先部をウーリーナイロン糸又はスパンテ
ックス糸などのような崇高系弾性糸で適宜組織に編成し、その部分を熱可塑性合成繊維を
紡糸したままの生糸にて編成されていることによって、ストレッチ性に富み、口ゴムの下
に相当する脚の部分をソフトでしかも適度な伸縮度によって足体にフィットして緊締感を
与えると共に、爪先部をすっぽりと包み込む伸縮性を備えている提案であるが、該提案は
、爪先部の窪み部が趾股ブリッジより当接状態が解除された状態において、爪先部が一般
的な伸縮性能を備えているに過ぎないことから、窪み部が元の状態に復元するには幾ばく
かの復元時間を要するものであり、使用後ならびに一時期的に運動シューズを脱いだ状態
においては、窪み部が元の状態に完全に復元しないため、着用時における靴下の爪先部の
外観上の見栄えを良くすることができないものであった。
　また、係る提案は、ソックスの爪先部全体が崇高系弾性糸を使用して適宜な組織に編成
されているため、伸縮性を局部的に必要とする足指の第１趾と第２趾の間に形成される窪
み部の伸縮領域に対して伸縮効果が集中されないため、窪み部が趾股ブリッジより当接状
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態が解除されても元の状態に復元しない構造となっている。
　さらに、係る提案は、爪先部全体が崇高系弾性糸で適宜組織に編成されて編み糸と編み
糸の間隔が近接してメッシュ状に編成されていないため、編み糸同士が目詰まり状態で干
渉しあって十分な伸縮効果を得ることができない構造となっている。
　さらにまた、係る提案は、爪先部全体がウーリーナイロン糸又はスパンテックス糸など
のような崇高系弾性糸で編成されることによって、ストレッチ性、ソフト性ならびに伸縮
性によって足体にフィットして適度な緊締感を得ることはできるが、本発明の超強度のナ
イロン素材を原料とする縫い糸（例えば、商品名：ナイロン６、ナイロン６６）で編成し
た高伸縮性生地と比して強度性、耐摩耗性、耐久性がやや劣るものであり、さらにガラス
繊維糸で強化されるグレードにおいては伸縮性と強靭性が劣る構造となっている。
　またさらに、係る提案は、本願発明の爪先伸縮ソックスのように趾股ブリッジを備えた
インソールに使用されることは、全く想定していないもので、事実、それら関する記載内
容は、明細書中ならびに図面において一切記載されていない。
【０００８】
　本出願人は、以上のような従来のスポーツソックスが運動能力を低下させている問題や
、平常時における爪先部の見栄えの悪さに着目し、それらの問題点を容易且つ簡易的な手
段で解決することができないものかとの着想の下、運動時の足指先の瞬発始動力を趾股ブ
リッジが設けられた運動シューズの爪先底部にロスなく伝達することによって運動能力を
向上させることができると共に、平常時における爪先部の見栄えを良くするデザインソッ
クスを開発し、本発明における「爪先伸縮ソックス」の提案に至るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００４－２７０１２２号公報
【特許文献２】特開２００９－２７５３４０号公報
【特許文献３】実開昭５０－０４１７２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は上記問題点を鑑み、運動時の足指先の瞬発始動力を趾股ブリッジが設けられた
運動シューズの爪先底部にロスなく伝達することによって運動能力を向上させることがで
きると共に、平常時における爪先部の見栄えを良くする爪先伸縮ソックスの提供を図るこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上記課題を解決するためになされるもので、本発明の爪先伸縮ソックスは、イ
ンソールの爪先先端に趾股ブリッジを備える運動シューズに履かれる爪先伸縮ソックスで
あって、前記爪先伸縮ソックスの足指の第１趾と第２趾を覆う爪先部または爪先部全体の
みが、メッシュ状の嵩高系弾性糸を用いた編地からなる高伸縮性生地で成り、該高伸縮性
生地は、前記趾股ブリッジに当接状態となることによって窪み部が形成されると共に、前
記趾股ブリッジとの当接状態が解除されることによって前記窪み部が元の状態に復元する
伸縮性を有して成り、素足を通した前記爪先伸縮ソックスを運動シューズに履き入れた状
態で運動シューズの甲被部を靴紐又は緊締具で緊締することによって、運動時の足指先の
瞬発始動力を運動シューズの爪先底部にロスなく伝達して運動能力を向上させることがで
きる手段を採る。
【００１２】
　また本発明における爪先伸縮ソックスは、前記爪先伸縮ソックスのくるぶし部から上方
にかけて自国内に住む人種の人肌色を配すると共に、該くるぶし部から爪先部を含む下方
にかけて人肌色と色違いの模様を配し、前記上方に配された人肌色と、前記下方に配され
た人肌色と色違いの模様を形成する境界部が、相互に入り組む任意の曲線模様で形成され
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ている手段を採る。
【００１３】
　また本発明における爪先伸縮ソックスは、前記爪先伸縮ソックスのくるぶし部の後方の
片側または両側に、記号、文字、図形などで構成される任意の造形模様を配している手段
を採る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の爪先伸縮ソックスによれば、爪先部が高伸縮性生地で形成されることによって
、ソックスを履いた状態で趾股ブリッジを足指で挟み込んで運動時の足指先の瞬発始動力
を運動シューズの爪先底部にロスなく伝達して運動能力を向上させることができるといっ
た優れた効果を奏する。
【００１５】
　また本発明の爪先伸縮ソックスによれば、高伸縮性生地が、超強度のナイロン素材を原
料とする縫い糸（例えば、商品名：ナイロン６、ナイロン６６）で編成されることによっ
て、従来に増して強度性、耐摩耗性、耐久性を備え、さらにガラス繊維糸で強化されるグ
レードにおいては伸縮性ならびに強靭性を増すことができると共に、嵩高系弾性糸をメッ
シュ状に編み上げて縫い糸の間に隙間空間を設けることによって、爪先伸縮ソックスの足
指の第１趾と第２趾を覆う領域の伸縮性をより高めることができるといった優れた効果を
奏する。
【００１６】
　また本発明の爪先伸縮ソックスによれば、趾股ブリッジが設けられた運動シューズを履
いた状態においては、爪先部の趾股位置に窪み部が形成されると共に、運動シューズを脱
いだ状態においては、その窪み部が元の状態に復元して外観的に一般的なソックスの外観
形状と変わらなくなることによって、平常時における爪先部の見栄えを良くすることがで
きるといった優れた効果を奏する。
【００１７】
　また本発明の爪先伸縮ソックスによれば、くるぶし部から上方にかけて自国内に住む人
種の人肌色を配すると共に、該くるぶし部から爪先部を含む下方にかけて人肌色と色違い
の模様を配し、上方に配された人肌色と、下方に配された人肌色と色違いの模様を形成す
る境界部が相互に入り組む任意の曲線模様で形成されていることによって、シューズを履
いた状態で一見するとソックスを履いていない様に見えるといった優れた効果を奏する。
【００１８】
　また本発明の爪先伸縮ソックスによれば、ソックス本体のくるぶし部の後方の片側また
は両側に記号、文字、図形などで構成される入れ墨風なタトゥー模様の任意の造形模様を
配していることによって、一見すると直接素足に彫り込んだ様に見えるタトゥーファッシ
ョンを楽しむことができるといった優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明における請求項１の爪先伸縮ソックスの実施形態を示す説明図である。（
実施例１）
【図２】本発明における請求項１の爪先伸縮ソックスの使用状態を示す説明図である。
【図３】本発明における請求項２の爪先伸縮ソックスの実施形態を示す説明図である。（
実施例２）
【図４】本発明における請求項３の爪先伸縮ソックスの実施形態を示す説明図である。（
実施例３）
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の爪先伸縮ソックスは、インソール２１の爪先先端に趾股ブリッジ２０を備える
運動シューズ２２に履かれる爪先伸縮ソックス１０であって、該爪先伸縮ソックス１０の
足指の第１趾と第２趾を覆う爪先部１２または爪先部１２全体のみが、メッシュ状の嵩高
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系弾性糸を用いた編地からなる高伸縮性生地１１で成り、該高伸縮性生地１１は、趾股ブ
リッジ２０に当接状態となることによって窪み部１３が形成されると共に、趾股ブリッジ
２０との当接状態が解除されることによって窪み部１３が元の状態に復元する伸縮性を有
して成り、素足を通した爪先伸縮ソックス１０を運動シューズ２２に履き入れた状態で運
動シューズ２２の甲被部２４を靴紐又は緊締具２５で緊締することによって、運動時の足
指先の瞬発始動力を運動シューズ２２の爪先底部２３にロスなく伝達して運動能力を向上
させることができる手段を採ったことを最大の特徴とする。以下、本発明における爪先伸
縮ソックス１０の実施形態を図面を基に説明する。
【００２１】
　尚、本発明における爪先伸縮ソックス１０は、以下に述べる実施例に特に限定されるも
のではなく、本発明の技術的思想の範囲内、すなわち同一の作用効果を発揮できる形状及
び寸法ならびに材質の範囲内で適宜変更することができる。
【実施例１】
【００２２】
　図１は、本発明における請求項１の爪先伸縮ソックスの実施形態を示す説明図である。
図１（a）は爪先伸縮ソックス１０の使用前の状態の立体図を示し、図１（b）は爪先伸縮
ソックス１０の使用前の状態の平面図を示し、図１（c）は爪先伸縮ソックス１０の爪先
部１２が二本指となった使用状態図を示す。
本発明の爪先伸縮ソックス１０は、インソール２１の爪先先端に趾股ブリッジ２０を備え
る運動シューズ２２に履かれる爪先伸縮ソックス１０であって、該爪先伸縮ソックス１０
の足指の第１趾と第２趾を覆う爪先部１２または爪先部１２全体のみが、メッシュ状の嵩
高系弾性糸を用いた編地からなる高伸縮性生地１１で成り、該高伸縮性生地１１は、趾股
ブリッジ２０に当接状態となることによって窪み部１３が形成されると共に、趾股ブリッ
ジ２０との当接状態が解除されることによって窪み部１３が元の状態に復元する伸縮性を
有して編成される。
【００２３】
　高伸縮性生地１１は、趾股ブリッジ２０が当接状態となることによって爪先部１２の趾
股位置に窪み部１３が形成され、趾股ブリッジ２０より当接状態が解除されることによっ
てその窪み部１３が元の状態に復元するメッシュ状に編み上げた超強度のナイロン素材を
原料とする縫い糸（例えば、商品名：ナイロン６、ナイロン６６）を編成して形成される
もので、それに対して、従来のスポーツソックスの爪先部１２の生地は、足の形状に倣っ
て伸縮する程度または指などで無理やり押し込むと窪み部１３が元の状態に復元しない伸
縮性を有するに留まっているものを、高伸縮性生地１１を複数の撚り糸で編み上げられる
メッシュ状にすることによって、より伸縮性を高めることができると共に、超強度のナイ
ロン素材を使用していることによって、従来に増して耐摩耗性ならびに耐久性を得ること
ができる。
　尚、本発明の爪先伸縮ソックス１０の爪先部１２全体を、メッシュ状に編み上げた超強
度のナイロン素材を原料とする縫い糸を編成して爪先部１２が元の状態に復元する高伸縮
性生地１１で編成することもできる。
【００２４】
　窪み部１３は、複数の撚り糸で編み上げられるメッシュ状の超強度のナイロン素材を原
料とする縫い糸（例えば、商品名：ナイロン６、ナイロン６６）で編成した高伸縮性生地
１１で形成されて、趾股ブリッジ２０に当接状態となることによって形成される窪みであ
って、趾股ブリッジ２０より当接状態が解除されることによってその窪みが元の状態に復
元するもので、ソックスの爪先形状が運動シューズ２２を履かない状態では、爪先部１２
全体を覆う形状を形成し、インソール２１の爪先先端に趾股ブリッジ２０が設けられた運
動シューズ２２を履いた状態では、爪先部１２の趾股位置に窪みが形成されると共に、運
動シューズを脱いだ状態では、窪み部１３が元の状態に復元して一般的なソックスの外観
形状と変わらなくなる部分である。
【００２５】
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　趾股ブリッジ２０は、インソール２１の爪先先端に着脱自在に設けられ、足裏ベース部
と甲被カバー部とを垂直に連結して足指の第１趾と、第２趾の間に挟まれる趾股ブリッジ
部２０で形成されるもので、その趾股ブリッジ部２０が足指の第１趾と第２趾の間に挟ま
れることで、運動時の足指先の瞬発始動力を運動シューズ２２の爪先底部２３にロスなく
伝達して運動能力の向上が図られる形状に形成されもので、外反母趾や内反母趾防止機能
を有する二股仕様に形成される。
【００２６】
　インソール２１は、運動シューズ２２内の底部に収まる形状に形成され、該爪先先端に
は趾股ブリッジ２０がスリットによって着脱自在に装着されるもので、材質的には、軟質
で柔軟性のある合成樹脂素材等で形成される。
【００２７】
　運動シューズ２２は、一般的な靴紐又は緊締具２５で緊締される運動シューズ２２が使
用されるもので、運動シューズ２２に関しては特別な構造を必要としない。
【００２８】
　隙間空間Ｓは、運動シューズ２２の靴紐又は緊締具２５の緊締力が及ばない爪先部１２
にできる隙間領域で、従来この部分を締め付けることは運動シューズ２２の構造上できな
いことから、瞬発始動力、推進力、瞬発力、制動力（踏ん張り度）などの運動能力を低下
させる要因となっているエリアである。
【００２９】
　図１（ｃ）は本発明における爪先伸縮ソックス１０の使用状態を示す断面説明図である
。
本発明の爪先伸縮ソックス１０は、素足を通した爪先伸縮ソックス１０をインソール２１
の爪先先端に趾股ブリッジ２０が設けられた運動シューズ２２に履き入れた状態で運動シ
ューズ２２の甲被部２４を靴紐又は緊締具２５で緊締して使用される。
【００３０】
　以上のように構成される本発明の爪先伸縮ソックス１０は、素足を通した爪先伸縮ソッ
クス１０をインソール２１の爪先先端に趾股ブリッジ２０が設けられた運動シューズ２２
に履き入れた状態で運動シューズ２２の甲被部２４を靴紐又は緊締具２５で緊締すること
によって、運動時の足指先の瞬発始動力を運動シューズ２２の爪先底部２３にロスなく伝
達して運動能力を向上させることができると共に、平常時において窪み部１３が復元され
る爪先部１２の見栄えを良くすることができる。
【００３１】
　図２は、本発明における請求項１の爪先伸縮ソックスの使用状態を示す説明図である。
図２（a）は本発明における爪先伸縮ソックス１０の使用前の状態を示す平面図である。
本発明の爪先伸縮ソックス１０の爪先部１２が、メッシュ状に編み上げた例えば複数本の
超強度のナイロン素材を原料とする縫い糸（例えば、商品名：ナイロン６、ナイロン６６
）を略１ｍｍ程度の太さに撚って編成し、略２ｍｍ程度の大きさの円形や多角形状に編み
上げてメッシュ状に編成した高伸縮性生地１１で形成される爪先伸縮ソックス１０をイン
ソール２１の爪先先端に趾股ブリッジ２０が設けられた運動シューズ２２内に履き入れた
状態で使用される。
【００３２】
　図２（b）は本発明における爪先伸縮ソックス１０が趾股ブリッジ２０に当接して窪み
部１３を形成する状態を示す平面図（一部透視図）である。
本発明の爪先伸縮ソックス１０の爪先部１２に、趾股ブリッジ２０が当接状態となること
で、メッシュ状に編み上げた超強度のナイロン素材を原料とする縫い糸で編成した高伸縮
性生地１１の窪み部１３が局部的に拡大することによってソックスの爪先部１２の趾股位
置にインソール２１の趾股ブリッジ２０が挟み込まれる窪み部１３が形成される。
【００３３】
　図２（c）は本発明における爪先伸縮ソックス１０の使用後の状態を示す平面図である
。
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本発明の爪先伸縮ソックス１０の爪先部１２が、インソール２１の爪先先端に設けられた
趾股ブリッジ２０より当接状態が解除されることによって窪み部１３が元の状態に復元さ
れる。
【００３４】
　以上のように構成される本発明の爪先伸縮ソックス１０は、運動シューズ２２を履かな
い時は通常のスポーツソックスの形状を維持し、趾股ブリッジ２０が設けられた運動シュ
ーズ２２を履いた状態では、運動時の足指先の瞬発始動力を運動シューズ２２の爪先底部
２３にロスなく伝達して運動能力を向上させることができると共に、平常時において窪み
部１３が復元される爪先部１２の見栄えを良くすることができる。
【実施例２】
【００３５】
　図３は、本発明における請求項２の爪先伸縮ソックスの実施形態を示す説明図である。
本発明の爪先伸縮ソックス１０は、くるぶし部１８から上方にかけて自国内に住む人種の
人肌色１４を配すると共に、該くるぶし部１８から爪先部１２を含む下方にかけて人肌色
と色違いの模様１５を配し、その上方に配された人肌色１４と、下方に配された人肌色と
色違いの模様１５との境界部１６が相互に入り組む任意の曲線模様で形成されているもの
で、その第一の目的としては、本発明の爪先伸縮ソックス１０と一般的なスポーツソック
スとの見分けを容易なものとし、第二の目的としては、従来の一般的なスポーツソックス
とは異なり、直に素足を履いているように外観上お洒落に見せかけるもので、さらにソッ
クスの履き口が目立たないお洒落なファッションソックスの提供を可能とする。
【００３６】
　人肌色１４は、自国内に住む人種の人肌を選んで施されるもので、ソックスのくるぶし
部１８から上方にかけて人肌色１４を配することによって、運動シューズ２２に直に素足
を履いているように外観上見せかけるようにしたものである。
　尚、人肌色１４が配されるソックスのくるぶし部１８から上方には、明るい色例えば、
白系の色をくるぶし部１８から下方に配色される濃い目の色の人肌色と色違いの模様１５
と対比させて配色することもできる。
【００３７】
　人肌色と色違いの模様１５は、人肌色１４に対して濃い目の色の曲線的な色彩模様で形
成され、さらにくるぶし部１８から下方にかけて相互に入り組む任意の曲線模様が施され
ることによってソックスの足裏の汚れを見立たなくすることができる。
【００３８】
　境界部１６は、くるぶし部１８の上方と下方の模様が相互に入り組んで形成されるもの
で、従来の履き口の上下の境界が目立ないスポーツソックスにデザイン性豊な境界部１６
を形成することで、従来にないお洒落感覚のファッションソックスの提供を可能にするも
のである。その具体的な境界部１６の形態としては、炎、翼、龍、波、稲妻、風、光、花
などをイメージしたデザインが好適である。
【００３９】
　以上のように構成される本発明の爪先伸縮ソックス１０は、上記の人肌色１４と、人肌
色と色違いの模様１５を配した効果から、地肌に直接デザイン性豊な模様が浮き出た従来
にないお洒落感覚のファッションソックスを多様なシチュエーションでの着用を可能なも
のとする。
　また、一般的なスポーツソックスならびにファッションソックスに人肌色１４と、人肌
色と色違いの模様１５を色彩デザインとして配することもできる。
【実施例３】
【００４０】
　図４は、本発明における請求項３の爪先伸縮ソックスの実施形態を示す説明図である。
本発明の爪先伸縮ソックス１０は、ソックス本体のくるぶし部１８の後方の片側または両
側に記号、文字、図形などで構成される任意の造形模様１７を配していることによって、
素足に入れ墨風なタトゥー模様や、忍、隼、翔、瞬、飛、龍などの俊敏をイメージした漢
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の着用を可能なものとする。
　尚、本発明における請求項３の爪先伸縮ソックス１０の模様形態は、従来のような爪先
部１２に高伸縮性生地１１を用いない一般的なスポーツソックスや、ファッションソック
スにもタトゥー模様や、俊足をイメージした漢字模様による造形模様１７を配する仕様と
することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明における爪先伸縮ソックスは、足指先を露出させたり、ソックスの足底部にラバ
ーや突起を設けて靴中でのスベリを防止したり、足への衝撃を緩和する緩衝材を編み込ん
だり、繊維の編み目や素材の選択によって締め付け効果を生み出したり、さらに靴中の蒸
れを防止したりするスポーツソックスと比較して構造が容易であることや、商品価格が低
廉であること、デザイン性に優れるなど多くの利点がある上、従来に増して運動能力を高
めることができると共に、平常時における爪先部の見栄えを良くすることができるため、
多種目に亘る競技用のシューズソックスとしてや、一般の靴用の健康ソックスとしては元
より、ファッションソックスとしても広く利用することができるもので、本発明における
「爪先伸縮ソックス」の産業上の利用可能性は極めて大であるものと解する。
【符号の説明】
【００４２】
１０　爪先伸縮ソックス
１１　高伸縮性生地
１２　爪先部
１３　窪み部
１４　人肌色
１５　曲線模様
１６　境界部
１７　造形模様
１８　くるぶし部
２０　趾股ブリッジ
２１　インソール
２２　運動シューズ
２３　爪先底部
２４　甲被部
２５　靴紐又は緊締具
　Ｓ　隙間空間
 
【要約】　　　（修正有）
【課題】運動時の足指先の瞬発始動力を趾股ブリッジが設けられた運動シューズの爪先底
部にロスなく伝達することによって運動能力を向上させることができると共に、平常時に
おける爪先部の見栄えを良くする爪先伸縮ソックスの提供を図る。
【解決手段】本発明は、インソール２１の爪先先端に趾股ブリッジ２０を備える運動シュ
ーズ２２に履かれる爪先伸縮ソックス１０であって、該爪先伸縮ソックス１０の足指の第
１趾と第２趾を覆う爪先部１２が、メッシュ状の嵩高系弾性糸を用いた高伸縮性生地１１
で編成されて成り、該高伸縮性生地１１は、趾股ブリッジ２０に当接状態となることによ
って窪み部１３が形成されると共に、趾股ブリッジ２０の当接状態が解除されることによ
ってその窪み部１３が即時元の状態に復元する伸縮性を有する手段を採る。
【選択図】図１
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【図３】
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